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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第64期
第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 11,958 13,143 29,864

経常利益 (百万円) 19 195 549

四半期（当期）純利益 (百万円) 21 180 489

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 20 180 489

純資産額 (百万円) 7,459 8,031 7,928

総資産額 (百万円) 17,728 17,650 22,317

１株当たり四半期（当期）純利益金額 (円) 0.28 2.33 6.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 42.1 45.5 35.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 376 445 16

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3 △9 △6

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 88 △605 526

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 6,773 6,672 6,841

　

回次
第64期
第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.47 1.15

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する

事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

（1）業績の状況

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレ脱却に向けた経済対策や金融政策などを背

景に、円安・株高傾向が進み企業業績や個人消費の改善が見られた一方、欧米諸国における財政問題等

の景気下振れ懸念もあることから、先行き不透明な状況で推移しました。

このような状況下、当社グループは、経営資源を集中し受注の獲得と利益の向上に全力で取組んで参

りました。

この結果、受注高は、土木関連58億8千9百万円（前年同四半期比48.1％増)、建築関連179億9千5百万

円（前年同四半期比55.4％増）、兼業事業2億5千万円（前年同四半期比4.6％増）となり、合計で241億

3千5百万円（前年同四半期比52.8％増）となりました。

売上高は、土木関連39億5千1百万円（前年同四半期比13.9％増)、建築関連89億4千1百万円（前年同

四半期比8.4％増)、兼業事業2億5千万円（前年同四半期比4.6％増）となり、合計で131億4千3百万円

（前年同四半期比9.9％増) となりました。

繰越高は、土木関連76億9千7百万円（前年同四半期比46.3％増)、建築関連184億3千7百万円（前年同

四半期比43.2％増)となり、合計で261億3千5百万円（前年同四半期比44.1％増）となりました。

営業損益は、売上高の増加や工事原価の圧縮等による売上総利益の改善効果により、前年同四半期に

比べ1億5千7百万円増加し1億7千9百万円（前年同四半期比713.1％増）の営業利益となりました。

経常損益は、前年同四半期に比べ1億7千5百万円増加し1億9千5百万円（前年同四半期比883.1％増）

の経常利益となりました。

四半期純損益は、前年同四半期に比べ1億5千8百万円増加し1億8千万円（前年同四半期比736.1％増）

の四半期純利益となりました。

また、建設事業におきましては、契約により工事の完成引渡しが第4四半期連結会計期間に集中して

いるため、第1四半期連結会計期間から第3四半期連結会計期間における完成工事高に比べ、第4四半期

連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があります。
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セグメントの業績（相殺消去後）を示すと、次のとおりであります。

（土木関連）

土木関連の受注高は、前年同四半期に比べ19億1千3百万円増加し58億8千9百万円（前年同四半期比

48.1％増）となりました。売上高は、前年同四半期に比べ4億8千3百万円増加し39億5千1百万円（前年

同四半期比13.9％増）となり、売上総利益は、前年同四半期に比べ9百万円減少し2億7千8百万円（前年

同四半期比3.3％減）となりました。

（建築関連）

建築関連の受注高は、前年同四半期に比べ64億1千6百万円増加し179億9千5百万円（前年同四半期比

55.4％増）となりました。売上高は、前年同四半期に比べ6億8千9百万円増加し89億4千1百万円（前年

同四半期比8.4％増）となり、売上総利益は、前年同四半期に比べ1億6千2百万円増加し4億6千7百万円

（前年同四半期比53.4％増）となりました。

（兼業事業）

兼業事業の受注高は、前年同四半期に比べ1千1百万円増加し2億5千万円（前年同四半期比4.6％増）

となりました。売上高は、前年同四半期に比べ1千1百万円増加し2億5千万円（前年同四半期比4.6％

増）となり、売上総利益は、前年同四半期に比べ2千1百万円増加し7千6百万円（前年同四半期比39.3％

増）となりました。

　
（2）財政状態の分析

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形・完成工事未収金等（47億1千4百万円）の減少等

により、前連結会計年度末に比べ46億6千7百万円減少し176億5千万円（前期比20.9％減）となりまし

た。

負債総額は、支払手形・工事未払金等（36億9千4百万円）や短期・長期借入金（5億1千6百万円）の

減少等により、前連結会計年度末に比べ47億7千万円減少し96億1千8百万円（前期比33.2％減）となり

ました。

純資産は、配当金の支払い（7千7百万円）や四半期純利益（1億8千万円）の計上等により、前連結会

計年度末に比べ1億3百万円増加し80億3千1百万円（前期比1.3％増）となりました。

自己資本比率は、純資産は増加したものの総資産の減少により、前連結会計年度末に比べ10.0ポイン

ト増加し45.5％となりました。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

当第2四半期連結累計期間末における「現金及び現金同等物の四半期末残高」は、前連結会計年度末

に比べ1億6千9百万円減少し66億7千2百万円（前期比2.5％減）となりました。

各キャッシュ・フローの状況等につきましては次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期に比べ6千8百万円増加し4億4千5百万円（前年同四半

期比18.2％増）となりました。

収入の主な内訳は、売上債権の回収47億1千4百万円であり、支出の主な内訳は、仕入債務の支払37億5

千万円及び未成工事受入金の減少2億1千6百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、9百万円（前年同四半期は3百万円の取得）となりました。

これは、主に有形固定資産の取得及び売却等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、6億5百万円（前年同四半期は8千8百万円の取得）となりました。

これは、主に短期及び長期借入金の返済5億1千6百万円及び配当金の支払7千4百万円等によるものであ

ります。
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（4）今後の見通し

建設業界におきましては、公共事業の増加が見込まれるものの、資材価格や労務費の上昇懸念等によ

り不透明な状況が続くものと予測されます。

当社グループは、今後更に経営資源を集中し、協働態勢を強化しコスト対応力の向上と安定した利益

の確保を目指してまいります。

　

（5）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

（6）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費は軽微です。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 250,000,000

計 250,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 77,606,166 77,606,166
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 77,606,166 77,606,166 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月30日 ─ 77,606 ─ 1,886 ─ 1,940
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社群馬銀行 前橋市元総社町194番地 3,185 4.10

佐田建設従業員持株会 前橋市元総社町一丁目1番地の7 2,986 3.84

佐田建設伸佐会持株会 前橋市元総社町一丁目1番地の7 1,951 2.51

株式会社ヤマト 前橋市古市町118番地 1,611 2.07

ＭＯＲＧＡＮ ＳＴＡＮＬＥＹ
＆ ＣＯ． ＬＬＣ

１５８５ ＢＲＯＡＤＷＡＹ ＮＥＷ ＹＯＲ
Ｋ，ＮＥＷ ＹＯＲＫ １００３６， Ｕ．
Ｓ．Ａ．

1,360 1.75

東京石灰工業株式会社 東京都中央区日本橋茅場町二丁目2番1号 1,300 1.67

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿一丁目26番1号 1,203 1.55

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町二丁目11番3号 1,017 1.31

株式会社ヤマダ電機 高崎市栄町1番1号 1,000 1.28

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番10号 898 1.15

計 ― 16,512 21.27

(注)所有株式数は千株未満を切捨て表示しております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 　　54,000

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 77,323,000 77,323 同上

単元未満株式 普通株式 　229,166 ― 同上

発行済株式総数 77,606,166 ― ―

総株主の議決権 ― 77,323 ―

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式723株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式
数の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
当　社

前橋市元総社町一丁目1番
地の7

54,000 ─ 54,000 0.07

計 ― 54,000 ─ 54,000 0.07

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記

載しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 6,921 6,752

受取手形・完成工事未収入金等
※1 10,329 ※1 5,615

未成工事支出金 47 203

材料貯蔵品 98 96

その他 211 281

貸倒引当金 △25 △13

流動資産合計 17,583 12,935

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,348 1,323

土地 2,847 2,847

その他（純額） 168 177

有形固定資産合計 4,363 4,348

無形固定資産 42 40

投資その他の資産

投資有価証券 253 254

破産更生債権等 1,651 1,598

その他 74 71

貸倒引当金 △1,651 △1,598

投資その他の資産合計 327 325

固定資産合計 4,734 4,715

資産合計 22,317 17,650

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,387 5,692

短期借入金 1,432 932

未成工事受入金 1,307 1,091

完成工事補償引当金 2 7

賞与引当金 181 126

工事損失引当金 － 22

債務保証損失引当金 131 128

その他 657 366

流動負債合計 13,101 8,366

固定負債

長期借入金 112 96

長期未払金 438 411

繰延税金負債 43 43

再評価に係る繰延税金負債 515 515

退職給付引当金 91 94

その他 87 90

固定負債合計 1,288 1,252

負債合計 14,389 9,618

EDINET提出書類

佐田建設株式会社(E00121)

四半期報告書

11/22



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,886 1,886

資本剰余金 2,048 2,048

利益剰余金 3,105 3,208

自己株式 △3 △4

株主資本合計 7,036 7,139

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1 1

土地再評価差額金 891 891

その他の包括利益累計額合計 892 892

純資産合計 7,928 8,031

負債純資産合計 22,317 17,650
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高
※1 11,958 ※1 13,143

売上原価 11,310 12,319

売上総利益 648 823

販売費及び一般管理費
※2 626 ※2 643

営業利益 22 179

営業外収益

受取利息及び配当金 1 1

貸倒引当金戻入額 3 15

保険配当金 2 3

その他 4 10

営業外収益合計 11 30

営業外費用

支払利息 13 14

その他 0 0

営業外費用合計 13 14

経常利益 19 195

特別利益

固定資産売却益 8 2

貸倒引当金戻入額 4 4

債務保証損失引当金戻入額 3 3

特別利益合計 16 9

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 35 204

法人税、住民税及び事業税 14 23

法人税等合計 14 23

少数株主損益調整前四半期純利益 21 180

四半期純利益 21 180
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 21 180

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 0

その他の包括利益合計 △1 0

四半期包括利益 20 180

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 20 180
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 35 204

減価償却費 58 58

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △64

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △0 4

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △55

工事損失引当金の増減額（△は減少） △17 22

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △3 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1 2

破産更生債権等の増減額（△は増加） 7 52

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 13 14

売上債権の増減額（△は増加） △217 4,714

未成工事支出金の増減額（△は増加） △113 △156

たな卸資産の増減額（△は増加） 4 2

仕入債務の増減額（△は減少） 770 △3,750

未成工事受入金の増減額（△は減少） △218 △216

その他 108 △303

小計 421 525

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △17 △17

法人税等の支払額 △29 △64

営業活動によるキャッシュ・フロー 376 445

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5 △25

有形固定資産の売却による収入 11 12

その他 △2 4

投資活動によるキャッシュ・フロー 3 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △59 △500

長期借入れによる収入 160 －

長期借入金の返済による支出 － △16

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 － △74

その他 △12 △14

財務活動によるキャッシュ・フロー 88 △605

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 468 △169

現金及び現金同等物の期首残高 6,305 6,841

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 6,773 ※1 6,672
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

１　偶発債務

下記の会社のマンション売買契約手付金の返済債務について保証しております。

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

㈱タカラレーベン 196百万円 ㈱タカラレーベン 450百万円

　

２　※１受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 26百万円 3百万円

　

３　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連

結会計年度末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

※１受取手形 9百万円 ―百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　

１　※１売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日　至 平成24年９月30日）及び当第２四半期連結累

計期間（自 平成25年４月１日　至 平成25年９月30日）

当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第4

四半期連結会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第3四半期連結会計期間におけ

る完成工事高に比べ、第4四半期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があ

ります。

　

２　※２販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

従業員給与手当 275百万円 283百万円

退職給付費用 13 〃 9 〃

減価償却費 40 〃 41 〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

　※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 6,853百万円 6,752百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △80 〃 △80 〃

現金及び現金同等物 6,773百万円 6,672百万円

　

(株主資本等関係)

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 77 1.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額
（注２）土木関連 建築関連 兼業事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,467 8,251 239 11,958 11,958 ― 11,958

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― 150 150 150 △150 ―

計 3,467 8,251 389 12,108 12,108 △150 11,958

セグメント利益 288 305 100 693 693 △45 648

(注)１　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去45百万円であります。

(注)２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と差異調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

合計
調整額
（注１）

四半期連結損益
計 算 書 計 上 額
（注２）土木関連 建築関連 兼業事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 3,951 8,941 250 13,143 13,143 ― 13,143

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― 128 128 128 △128 ―

計 3,951 8,941 379 13,271 13,271 △128 13,143

セグメント利益 278 467 123 870 870 △47 823

(注)１　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去47百万円であります。

(注)２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と差異調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　
(デリバティブ取引関係)

当四半期連結会計期間末における当社のデリバティブ取引には、全てヘッジ会計が適用されているた

め、該当事項はありません。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0円28銭 2円33銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 21 180

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 21 180

普通株式の期中平均株式数(株) 77,555,166 77,552,654

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   吉   田   亮   一   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   桂   川   修   一   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月11日

佐田建設株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている佐
田建設株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、佐田建設株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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